



























































































































図3　補強が施されている第 5 坑道（2020 年撮影。琉球新報社提供）
　以上が32軍壕に関する小那覇氏の報告であった。報
告の最後に小那覇氏は、琉球併合（琉球処分）以降の首
里城が歩んできた歴史―熊本鎮台の駐留、学校の設置、
沖縄神社の建立、32軍壕の構築、琉球大学の建設、首
里城公園の開園―を振り返り、近代の首里城の歴史に対
する認識や実感が、個人的にも世間的にも薄いことを指
摘した。小那覇氏は取材の中で、首里第一国民学校に通っ
ていた当時の生徒から、首里城正殿のことを「拝殿」と
呼んでいたという話を聞き、ショックを覚えたという。
史料の中で沖縄神社があったことはわかっていても、証
言を聞くまでは実感を持てなかったと語る。
　首里城は、琉球併合や沖縄戦など近現代の激動の中で、
歴史の荒波にさらされた場所。だからこそ、地上も地下
も含めて、首里城の歴史の全容を伝えていくことが重要
だと述べた。報告後、参加者から以下のような質問がな
された。
・1962年の那覇市の調査をはじめとするこれまでの
調査成果をまとめ、その上で公開を検討する必要
があるのではないか。
・壕内で衣食住が賄える環境だったのか。
・壕内にいた朝鮮の女性とは何を意味しているのか。
・沖縄神社はなぜ1925年という時期に建立された
のか。
・首里城に兵士がいた時期と学校や沖縄神社が置かれ
た時期について。
・沖縄神社の存在と併せて考えると、32軍壕はどの
ように見えるか。
　最後の質問には、「軍隊や神社を沖縄県民がどう受け
止めたのか。琉球併合からそれほど経っていないのに、
当時の県民は日本人になりきっていて、軍隊を受け入れ、
沖縄神社を崇めていた。皇民化や同化といった背景を踏
まえながら、神社と32軍壕をセットで考えていきたい」
と答えた。
　なお、今回の研究会はコロナウイルス感染症の影響を
鑑み、Zoomを利用したリモート形式での開催になっ
たが、研究会中に通信障害が生じ、思うように進められ
なかった。次の機会には実際の会場で、首里城再建や
32軍壕保存の進捗状況と併せながら、さらに闊達な議
論ができることを切望する。
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